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１. 楽天モバイルMVNOにおける取組み

２. 今後の取り組み⽅針
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⻘少年に対しては、有料フィルタリングオプション契約を必須とし、
解約時には、保護者による署名捺印⼊り書⾯の提出を求めている

⻘少年フィルタリング提供⽅針

⻘少年が利⽤する場合は必ず付帯
 しっかりご説明しオプション契約いただく
 どうしても不要の際は別途契約者が解約

解約時は書⾯提出が必須
 所定の不要申出書⾯に署名・捺印して提出
 郵送での原本書⾯の提出が必要

フィルタリングは有償(300円/⽉)で提供
 ソフトウェア会社のビジネスやエコシステムを尊重
 有償とすることで、フィルタリングに対する意識を向上
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店頭・WEBともに、契約者である保護者および利⽤者である
⻘少年の両⽅について、お申し出いただいた上で本⼈確認を実施。

⻘少年利⽤に関する確認プロセス

店頭でお申し込みの場合
保護者・⻘少年の本⼈確認書類を
⽤意の上で来店いただく。

WEBでお申し込みの場合
保護者・⻘少年の本⼈確認書類を
WEB画⾯でアップロード。

※保護者と⻘少年の本⼈確認書類上の住所は、同⼀である必要があります。

⻘少年の本⼈確認において使⽤可能な書類
単体で受付可 ①マイナンバーカード（WEB申込みのみ）、②⾝体障がい者⼿帳、③精神障がい者保険福祉⼿帳

補助書類との
組合せで受付可

①健康保険証、②⽇本国パスポート、③住⺠基本台帳カード

補助書類︓ 公共料⾦の請求書・領収書（電気・都市ガス・⽔道）、住⺠票、届出避難場所証明書
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⻘少年利⽤におけるフィルタリング付帯率は100%、有効化率は31%。

フィルタリング利⽤に係る実データの把握・公表等

フィルタリング登録率 100%

フィルタリング
有効化実施率* 31%

楽天モバイル（MVNO)における
フィルタリング利⽤に係る実績

* 店頭申込・WEB各チャネルにおいて「端末＋SIMセット」を申込んだ⻘少年利⽤者登録ユーザーに
おける有効化実施率を回線数⽐に基づき加重平均して算出。2018年実績のサンプリング調査により
算出。店頭申込は契約時の有効化希望、WEB申込は開通後半年間における利⽤者申告に基づく。
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研修・ツールに基づいて保護者にしっかりご説明差し上げ、
フィルタリング付帯にご納得を得た上でお申し込みいただいている。

…

スタッフ研修資料例 説明ツール例

販売代理店等に対する指導等



6利⽤者に対するインパクトある周知啓発⽅法の検討(1/2)

イラストを配し具体的なリスク事例を挙げる形式で
⻘少年によるスマホ利⽤における注意を喚起



7利⽤者に対するインパクトある周知啓発⽅法の検討(2/2)

リスク事例に対応する、利⽤者が意識するべき事柄と、
さらにそれをフィルタリングアプリでどう対策されるかを例⽰



8ペアレンタルコントロールに係るサービス等の周知強化
(1/2)

⻑時間利⽤や⾼額請求の防⽌といった、
ペアレンタルコントロール関連機能も例⽰



9ペアレンタルコントロールに係るサービス等の周知強化
(2/2)

ペアレンタルコントロール機能紹介とともに、
オフラインで家族で話し合って決めるべきルールも例⽰。



10利⽤者が使いやすいサービスの周知・普及

「⾼校⽣モード*」等のフィルタリングカスタマイズ機能を
提供、詳細はパンフレット等で周知を⾏う

*「あんしんフィルタ」の⾼校⽣プラスに相当。

カテゴリ 「i‐フィルター」年齢別フィルター強度 推奨設定

ファミリー ご家庭のリビングで保護者とお⼦さまが閲覧するのに相応しい環境を整えつつ、刺激の強いサイトが
ブロックされます。保護者の閲覧ニーズが⾼いカテゴリを表⽰します。

⼩学⽣ 低年齢のお⼦さまにも安⼼してインターネットをお使いいただける環境を整えます。
この設定では、ショッピングや懸賞サイト、ウェブメールなどもブロック対象に含まれます。

中学⽣ インターネットを便利に利⽤できるようにしつつ、刺激の強いサイトがブロックされます。
チャットや掲⽰板など不特定多数とのコミュニケーションもブロック対象に含まれます。

⾼校⽣ 情報源としてのインターネットを⼗分に活⽤できる環境です。特に刺激の強い内容や、犯罪や暴⼒、
不正IT技術に関する内容のほか、出会い系サイト、メル友募集のウェブサイトがブロックされます。

⼤⼈ 不正IT技術や特に有害な情報やウェブサイトがブロックされます。
出所︓ デジタルアーツ社「i‐filter」紹介ページ https://www.daj.jp/cs/products/smartphone/ifandroid/category/
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１. 楽天モバイルMVNOにおける取組み

２. 今後の取り組み⽅針



12今後の取組⽅針
MVNOとしての取り組みをベースに、先⾏各社・各団体の

活動に参画し学ばせていただくことで、さらなる改善を⽬指す

・電気通信事業者協会 「⻘少年有害情報対策部会」
・あんしんネットづくり促進協議会
・マルチメディア振興センター

「情報通信における安⼼安全推進協議会」
・全国携帯電話販売代理店協会
・消費者団体



13インパクトのある周知啓発活動への参加
TCAと出版社がコラボレーションした

フィルタリング促進共同キャンペーンに参画予定

出所︓⻘少年の安⼼・安全なインターネット利⽤環境整備に関するタスクフォース（第7回）
電気通信事業者協会 提出資料(2019/7/7)



イノベーションを通じて
⼈々と社会をエンパワーメントする
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Appendix



16【参考】WEB上でのフィルタリングご説明

サービス案内ページや重要事項説明内にて、インターネットの利⽤に
あたり違法・有害情報の閲覧等⼀定のリスクがあること、また

フィルタリングの必要性及び内容、有効化措置を説明



17【参考】ウェブ申し込み画⾯

・契約者は満20歳以上であることが必要。
・利⽤者が18歳未満の場合フィルタリングオプションが⾃動付与で

あることを明記



18【参考】ウェブ申し込み画⾯
お申し込み内容確認画⾯

・お申込内容確認画⾯上で、
フィルタリングオプション
を⾃動付与。

・「変更する」押下後の画⾯
上にフィルタリングオプ
ションの表⽰はされず、
変更不可。
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利⽤者登録された⻘少年の95％が
1年後もフィルタリングオプション利⽤を継続していると推定

【参考】フィルタリング登録率推移

フィルタリングオプション継続利⽤率※
契約してからの経過⽉数

※2018年9⽉以降の楽天モバイルMVNO新規加⼊者における、フィルタリング不要申出書提出による解約発⽣率を⽉次で算出し、
フィルタリング提供加⼊者数⽐率に基づき加重平均して算出。18歳以上による解約は⺟数から除外。

⻘少年の
95％以上が継続


